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図 1 プロポフォール効果部位濃度を用いた esTEC の推定方法
ル，レミフエンタニルを用いた全静脈麻酔管理と
し，プロポフォール投与にはテルフージョン!i.
TCI ポンプ (TE -371 TCI ，テルモ，東京)を使用
し， レミフエンタニルはテルフージョン芯シリン
ジポンプ (TE -352 ，テルモ，東京)を用いた 。マ
スクより酸素 6/ .min -1を投与して酸素化を行っ
たのち， レミフエンタニル 0.3-0.5μg. kg -1 • 
min -1により投与を開始し l 分後にアトロビン
0.5 mg を静注してからプロポフォ ール (TC I)目
標血中濃度 4μg .m l-1の投与・を開始した。呼名反
応が消失し BIS 値が 60 未満になったことを確認











BIS 値とプロポフォ ール濃度が S 字状曲線を描
くことから(図1)， S字状曲線として ロジス
ティック関数を利用して目標とする ESC p を推定
する回帰関数をリアルタイムに算出した3) 。全身
麻酔の導入前から BIS で表現される鎮静レベルと
プロポフォ ール効果部位濃度の組データ (BIS ，




GAIA 上で動作する esTEC 算出プログラムを開発
して利用した。
なお，目標とする BIS 値が 45 として求められ








ム GAIA 上で， M into らの定数を用いた薬物動態
シミュレーションに よりレミフエンタニル効果部
位濃度 (ESCr) を算出した。前述のアルゴリズム
に従って esTEC 45 を計算し，TCI ポンプから得ら
れた ESC p とともに記録した。プロポフォ ールの
濃度変更が 0.5 μg .m l一l以上，かつ同一濃度で 10
分以上維持した時点を esTEC の解析に用いた。電
気メスや筋電図などのノイズによる誤認識を除く
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図 2 esTEC の算出方法
麻酔部門システムに搭載されたソフトウェアを用いて回帰曲線をリアルタイムに推定
し， esTEC を算出した。本システムでは， esTEC 10 ， esTEC~;; ， esTEC. iO が同時に算出される。
左 : プロポフォール投与開始 3 分後，右:プロポフォール投与開始 9 分後
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データは解析から除外した。レミフエンタニルは
投与速度が1. 0μg ・kg - 1 ・m in - 1以上で維持され
ていたものを除外とした。 ESCp が esTEC.~5 と完
全に一致するのは難しいため，実際の ESCp が
esTEC 45 の 90% より大きく 10% より小さい場合




症例を提示する。解析対象期間の BIS 値は図 3 の
ように分布し，中央値が 48 であった。また，本症
例におけるレミフエンタニルとプロポフォ ール
esTEC 45 の関係を図 4 に示す。ESCr が上昇する
と， BIS 45 を維持するのに必要なプロポフォール
esTEC が減少した。この関係は双曲線による回帰






esTEC の分布にばらつきを認めた(図 5) 0 ESCr 
とesTEC の関係はある一定の領域に存在してい
たため，この上限 ・下限を双曲線として求めた(図
6) 0 ESCr が上昇すると esTEC は低下し， esTEC 
の分布幅が減少した。ESCr が 10 ng ・凶 l以上で




今回解析を行った 14 症例の esTEC 45 の分布状況
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図 4 1 症例におけ る レミブエンタニルと esTEC~ .)
の関係
から， esTEC には個人差の存在が確認された。
esTEC はESCp とBIS 値の関係を表す個体ごとの











を増加させても， BIS 45を維持するための ESCp は




ESCp は最低でも1. 2μg. ml -1を必要としていた
と解釈すべきである。また，ESCr が 10 ng. ml -1 
以上で，esTEC の分布幅が一定となっていたこと
が本研究で確認された。このことよ り，レミアエ
ンタニル効果部位濃度が 10 ng . ml -1以上になっ
ても esTEC のばらつきは減少しないため，安定し
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図 5 14 症例における esTEC~ ;;の分布状況
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覚醒の予防などの利点がある 1) 。指定した BIS 値
を維持するようプロポフォール投与を自動調節す





ng 0 rn1 -1以上になると esTEC の個体差が減少す
るため， esTEC を活用した麻酔管理には ESCr 10 
35 40 
ng o ml - 1 以上を維持することで，さらに安定した
管理が可能となると考えられた。
BIS 値と ESCp から求められるプロポフォール
esTEC とESCr には相互作用が存在 し， ESCr が
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Background : Using an algorithm by whic the 
effect-site concentration of propofol (esTEC) necsary 
for BIS level set from info ロnation input from BIS 
monitor and TCI pump is estimated ， the e宜ect of 
remifentanil on esTEC was investigated.
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Methods : In 14 abdominal/thoraci surgical patients concentration of remifetanil excde 10 ng . ml- 1. 
manged under total intravenous anesthesia with pro- Conclusion : A mutal interaction was observd 
pofol and remifetani l， the distribution of relation be- betwn propfol esTEC and remifetani l. For anes-
twen the efect もite concentration of remifetanil and thetic manget with less variation in BIS levels ， it 
remifentanil esTEC was anlyzed in a retrospective was considerd that 10 ng. ml-1or higher of the 
maner. e宜'e ct-site concentration of remifetanil would be necs 帽
Results : While the propfol esTEC decrased in sary. 
acordance with the increase of the effect-si concen-
tration of remifetani l， the e旺ect-sit concentration of key words : esTE C， BIS ， propfo l， e宜'e ct-site concen-
propofol esTEC 15 for maintaing BIS 45 becam "，i. th- tration ， remifentanil e宜'e ct-site concentration ， interaction 
in a certain range and with less dispersion when the 
